
国立学校施設の耐震化の状況（平成 14 年 5月 1日現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

耐震診断未実施
６３１ 

耐震性あり 
９５（Ｄ） 
(推計) 

 

未改修 
４８４(Ｘ) 

耐震性あり（推計） 
１,４１４（A+B+C+D） 
約５８.１％ 
（1,414 / 2,434） 

国立学校施設の耐震化の状況（平成14年5月1日現在）            （単位：万㎡）

A B C D=C/A E F=E/C H=B+G I=H/A

2,434 1,010 1,424 58.5% 793 55.7% 1,414 58.1%404
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○推計方法等 
耐震診断未実施の建物（６３１万㎡）について１５.１％は耐震性があるとして推定。 
 
○耐震性が無いと推計される面積の割合は約４１.９％ 
                      （１,０２０/２,４３４） 
○昭和56年以前の建物の耐震診断実施率は５５.７％ 
                      （   ７９３/１,４２４） 

改修済み 
１８９(Ｃ) 

耐震性無し（推計） 
１,０２０（Ｘ+Ｙ） 
約４１.９％ 
（1,020 / 2,434） 

耐震性あり 
１２０（Ｂ）

(約15.1%,Is≧0.7)
 

 
 

全 保 有 面 積
２,４３４ 万㎡

耐震性無し 
６７３ 

(約84.9%,Is＜0.7)
 

耐震性無し 
５３６（Ｙ）

(推計) 

耐震診断済 
７９３ 

56年以前建築
１，４２４ 

57年以降建築 
１，０１０（Ａ） 
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